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１．研究計画の概要 

本研究には二つの目的がある。第一にコネチ
カット植民地がいかに創設されたかを歴史
的に解明することであり、第二にトマス・フ
ッカーの生涯と思想を分析することである。
コネチカット渓谷は隣接するオランダ領ニ
ュー・アムステルダムとの競争があり、マサ
チューセッツ湾植民地やプリマス植民地、ロ
ード・アイランド植民地にはさまれていた。
植民地創設者のフッカーは英国、オランダ、
ボストン、ハートフォードと次々に移動した
が、移動した土地それぞれで思想的リーダー
となった。柔軟性あふれる思考と精神的な強
靭さを持つフッカーは、宗教者として正統派
の会衆主義の教義を確立し、時にはその思想
を変貌させつつ、新しいコネチカット植民地
を創設した。本研究は政治家・思想家・宗教
者としてのフッカーを、多面的な視点から解
明する。また本研究の成果としてフッカーの
伝記を出版する。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究は、アメリカ合衆国コネチカット州ハ
ートフォードの創設の歴史的意義とトマ
ス・フッカーの思想を分析することを目的と
している。ニューイングランド評議会の勅許
状（チャーター）のもとで、ウォリック伯爵
に与えられた勅許状（パテント）を調査し、
植民地事業の開発許可書を分析した。またオ
ランダのニュー・アムステルダムとの勢力争
いを検討しつつ、セイブルック砦の建設とハ
ートフォードの創設の経緯について資料収
集を行った。文献としては、コネチカット基

本法、ハートフォード説教、『教会規律の概
要』、会衆主義の思想を総括したケンブリッ
ジ綱領を扱った。また本研究は、同時にアメ
リカ合衆国のハーバード大学神学部教授の
デヴィッド・ホールとの共同研究でもある。
小倉や研究分担者は、コネチカット植民地の
歴史の解明を行い、ホール先生の東京での講
演会を開催した。以下はホール先生が2009

年1月8日から1月21日まで東京で行った4回
の講演の題目である。（英語、通訳なし） 

1月10日 初期アメリカ学会「トマス・フッ
カーとコネチカット植民地」 

1月13日 東京大学アジア太平洋研究センタ
ー「アメリカの宗教と公共政策」 

1月14日 学習院大学文学部「キャサリン・
マリア・セジウィックと文学」 

1月15日 上智大学文学部「キャサリン・マ
リア・セジウィックと文学」 

すべての講演は、多くの聴衆を集め、活発な
質疑応答が英語で行われた。また小倉は毎年
夏休みにハーバード大学で研究しており、ホ
ール先生と研究の打ち合わせをしている。 

 

３．現在までの達成度 

① 当初の計画以上に進展している。 

（理由）本研究は 4 年間で完了するが、コネ
チカット植民地の創設に関しての研究はほ
ぼ終了した。マサチューセッツ湾植民地から
移住してコネチカット植民地を創設するま
での歴史、先住民とのピーコット戦争(1637)、
ニュー・アムステルダムに居住するオランダ
人との領土獲得競争、セイブルック砦の建設、
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ウォリック・パテントの内容、マサチューセ
ッツ湾植民地のケンブリッジにおける生活
など、フッカーの周辺に関する分析は完成に
近い。現在、フッカーの生涯最後の大作『教
会規律の概要』の宗教思想を分析している。
ピーコット戦争の論文については、依藤道夫
編著『アメリカ文学と戦争』（成美堂、2010

年）に収録され、出版された。 

 

４．今後の研究の推進方策 

最終年度である 22 年度はトマス・フッカー
の生涯に焦点を置き、伝記の概要を作成する。
伝記を執筆する際は、フッカーの著作を中心
として、『教会規律の概要』や説教の原稿を
分析しなから、英国やオランダでの生活やハ
ートフォードでの政治家との関係を描きた
い。ハートフォードの周辺のウィンザーやウ
ェザーズフィールドなどのタウンの創設に
ついても、最新の研究書を分析したい。また
ホール先生については、2010 年 9 月に再び
来日し、講演会を開催する予定である。東京
では本研究を含めて 4 回の講演、仙台の東北
大学ではグローバル COE での講演を行う。 
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